









1891（明治 24）年 6月 17日に公布された文部省令第 4号「小学校祝日大祭日儀式規程」（以下，
【要旨】本稿は，1893（明治 26）年 8月 12日に儀式用唱歌「祝日大祭日歌詞並楽
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1893（明治 26）年 8月 12日であった。このうち，《君が
代》9）《紀元節》《天長節》の 3曲を除いては新たに創作さ
れ，前述の委員会で採択の上決定された儀式唱歌である。












一方で，この 8曲の告示の約 3か月前に発せられた「小学校祝日大祭日儀式施行方」（明治 26
















































































































































































































































七七）の 4行 1番のみで，第 1行と第 4
行は同じ歌詞となっている。曲も 16小
節と短く，勝作歌の《勅語奉答》と比べ
















校長 御影の帳を開く 三，唱歌君が代 四，最敬礼 五，勅語奉読 六，唱歌勅語奉答 七，












メ」，その報告書として，1910（明治 43）年 10月 31日付で文部大臣に提出された『小学校作法
教授要項』の式次第に《勅語奉答》は含まれておらず，「加ふることを得」の但書も付されてい
ない（大葉編 1911, pp.105-107）21）。即ち，文部省は 1900（明治 33）年の小学校令施行規則第 28
条に続いて，《勅語奉答》を含まない式次第を提示したのである。
なお，双方の調査報告に「唱歌ヲ課セサル学校」に関する付記がないのは，1907年の小学校

















校 1909, pp.130-146，大分県師範学校 1918, pp.66-69）と多様である。小学校では，10月 30日の勅





































































































































































































































書監修官であった各務虎雄である。各務は，1937（昭和 12）年 12月 4日に東京蔵前高等小学校
講堂で開催された，東京市教育局・帝都教育会主催「祝祭日儀式用唱歌研究会」において講演を



















































































































































































































ノ合唱二回 四，御影ニ対スル最敬礼 五，勅語奉読 六，祝祭日唱歌合唱 七，御影ニ覆物ヲ為ス
此ノ時職員・児童一同立礼」（大葉編1911，pp．105-107）。1911年8月31日付官報第8459号「師範学校
中学校作法教授要項」も同じ。
22）しかし附則第5項に「唱歌ハ当分ノ内之ヲ闕クコトヲ得」とあり，この附則が削除されて唱歌が尋
常小学校の完全な必修科目となるのは1926（大正15）年のことである。
23）ただし，1934年版と1938年版は，学校管理法を教える教員用の「教授用参考書」であり，式次第
の記述の変更は書籍の性格ともかかわっている可能性がある。
24）1914年から1929年にかけての《勅語奉答》に関する言及は，現在のところ見出せていない。
25）石塚がどのような立場の人物であったのかは，わかっていない。同書の校閲が田村虎蔵であること
や，文章の書きぶりからすれば，東京市の音楽専科教員であった可能性がある。
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